
塙先生顕彰祭にご参加ください 
総検校塙保己一先生遺徳顕彰会では毎年、先生の命日である９月１２日に祭壇に飾られた 

塙先生の遺影に対し来場者全員で菊の花を捧げ、遺徳を偲ぶ顕彰祭を開催しています。 

 本年も下記のとおり開催いたしますので、ぜひご来場ください。会員以外の方もご参加いた 

だけます。ご来場お待ちしております。 

内容等を変えて 

自治会勉強会（塙先生講座）が今年も開催されます
 平成２３年度に始まり自治会ごとに開催された自治会勉強会（塙先生講座）において、顕彰会

では事業部会委員を講師として派遣、協力し、平成２４年度末まででほとんどの自治会を廻り、

塙先生の業績について説明を行ってきました。この間に受講された市民は１，３２７人に及びま

す。参加された方からは、アンケート等により様々な意見や好評をいただいてまいりました。

昨年の顕彰祭の様子

日 時  ９ 月 １２日 （木） 

       午後 １ 時 ３０分 受付 

       午後 ２ 時 開式

内 容 主催者 ・ 来賓による献花 

       来場者全員による献花 

       講 演

（当日の講演は、スライド映写をご覧

いただきながら説明いたします。

ぜひお聴きください。）

演 目 塙保己一先生と「小笠原島」

講演者 田中 学 氏

（顕彰会事業部会委員）

以前の講座の様子

 本庄市自治会連合会では、今までの自治会勉強会の効

果・実績をふまえつつ、今後も郷土の偉人である塙保己一

先生の遺徳を周知して郷土の活性化を図るため、従来から

は内容等を変更しつつ平成２５年度から自治会勉強会を行

うことになりました。顕彰会では、この事業にも協力し、

事業部会委員が主となって説明内容の改良、そして勉強会

での説明を行う予定です。

今後、みなさまの地元での講座開催の際には、ぜひご参

加ください。

【群書類従など叢書を紹介します…第４回】 

「
令
義
解

り
ょ
う
の
ぎ
げ

」

巻
八

医
疾
令

第
二
十
四

～
近
代
で
日
本
初
の
女
医
誕
生
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
文
献
～

文
：
顕
彰
会
事
業
委
員

長
谷
川
典
明

大
分
前
の
話
に
な
り
ま
す
が
読
売

新
聞
に
「
妻
沼
町
が
『
令
義
解
』
購
入
」

と
の
見
出
し
で
次
の
よ
う
な
記
事
が

あ
り
ま
し
た
。

「
我
が
国
初
の
女
性
医
師
、
荻
野
吟
子

（
一
八
五
一
～
一
九
一
三
）
が
女
医
と

な
る
門
戸
を
開
か
せ
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
古
本
『
令
義
解
』
十
巻
を
、
吟

子
の
出
身
地
の
妻
沼
町
が
購
入
し
た
。

同
書
は
、
児
玉
町
出
身
の
江
戸
時
代
の

国
学
者
、
塙
保
己
一
（
一
七
四
六
～
一

八
二
一
）
が
校
正
、
出
版
し
た
平
安
時

代
の
法
律
注
釈
書
。
東
京
都
内
の
古
書

店
が
先
月
入
手
し
た
も
の
を
、
町
が
公

費
（
四
万
八
千
円
）
で
買
い
、
『
県
内

の
歴
史
的
著
名
人
二
人
を
結
び
つ
け

た
貴
重
な
史
料
』
と
し
て
、
町
立
展
示

館
と
図
書
館
で
公
開
展
示
し
て
い
る
。

(

中
略) 

伝
記
な
ど
に
よ
る
と
、
荻
野
吟

子
は
医
師
を
目
指
し
て
上
京
し
、
医
学

校
に
学
ん
だ
が
、
『
女
医
の
前
例
が
な

い

』
と
の
理
由
で
医
業
開
業
試
験
の

受
験
を
拒
否
さ
れ
た
。
絶
望
の
中
、

吟
子
は
、
か
つ
て
学
ん
だ
『
令
義
解
』

に
『
女
医
』
の
記
載
が
あ
っ
た
の
を

思
い
だ
し
た
。
そ
れ
が
文
献
上
の
根

拠
と
な
り
、
免
許
の
受
験
規
則
が
改

正
さ
れ
、
一
八
八
五
年
（
明
治
十
八

年
）
に
試
験
に
合
格
し
た
。
」

―

今
回
は
荻
野
吟
子
の
女
医
へ
の
道

を
拓
い
た
と
い
わ
れ
る
「
令
義
解
」

に
つ
い
て
調
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
本
文
】
巻
八

医
疾
令
第
二
十
四

女
医
取
官
戸
婢
・
年
十
五
以
上
・
廿

五
以
下
・
性
識
慧
了
者
三
十
人
・
別

所
安
置
・
教
以
安
胎
産
難
・
及
創
腫

傷
折
・
針
灸
之
法
・
皆
案
文
口
授
・

毎
月
医
博
士
試
・
年
終
内
薬
司
試
・

限
七
季
成
・

【
訳
】
女
医
は
官
戸
・
婢
の
年
齢
十

五
歳
以
上
二
十
五
歳
以
下
の
知
性
秀

で
た
人
三
十
人
を
採
用
し
て
、
別
所

に
安
置
し
て
、
産
科
、
及
び
創
腫
、

傷
折
、
針
灸
の
法
を
教
え
る
こ
と
。

み
な

経
文
に
依
拠
し
て
（
諸
博
士
が
）
口
授
（
事

物
を
読
ま
せ
ず
口
頭
で
授
け
る
）
す
る
こ

と
。
毎
月
、
医
博
士
が
試
験
す
る
こ
と
。

年
末
に
内
薬
司
が
試
験
す
る
こ
と
。
七
年

を
期
限
と
し
て
修
養
さ
せ
る
こ
と

【
奥
書
】
巻
八

右
倉
庫
医
疾
二
令
散
逸
久
矣
今
抄
続
日

本
紀
類
聚
三
代
格
政
事
要
略
令
集
解
等

所
引
集
而
編
之
雖
不
能
復
古
本
可
以
見

其
概
也

巻
十

右
令
義
解
十
巻
以
紅
葉
山
御
文
庫
古
本
、

水
戸
殿
校
本
、
松
浦
家
岩
城
家
及
稲
葉
通

邦
蔵
本
校
正
畢

寛
政
十
二
年
十
二
月
日

検
校

塙
保
己
一

【
解
説
】

「
令
義
解
」
は
「
養
老
令
」
の
公
的
注
釈

書
（
天
長
十
年
・
八
三
三
成
立
）
。
後
世

に
な
っ
て
散
逸
し
て
い
た
も
の
を
、
塙
保

己
一
が
収
集
・
校
正
し
、
一
八
〇
〇
年
（
寛

政
十
二
年
）
に
出
版
し
た
も
の
で
す
。
こ

れ
は
「
群
書
類
従
」
に
は
含
ま
れ
て
い
ま

せ
ん
。
各
冊
は
そ
れ
ぞ
れ
一
巻
を
収
め
て

全
十
冊
で
す
。
奥
書
に
よ
る
と
慶
安
三
年

蓬
生
巷
林
鶴
の
刊
行
せ
る
所
謂
京
本
を

底
本
と
し
て
、
之
を
紅
葉
山
文
庫
本
、
水

戸
家
校
本
、
松
浦
、
岩
城
、
稲
葉
通
邦
ら

の
蔵
本
等
に
よ
っ
て
校
訂
。
特
に
巻
八
の

倉
庫
、
医
疾
の
二
令
は
、
失
わ
れ
て
い

た
も
の
を
続
日
本
紀
、
類
聚
三
代
格
、

政
事
要
略
、
令
集
解
等
よ
り
補
っ
て
再

生
さ
れ
た
も
の
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

先
の
妻
沼
町
広
報
で
は
「
県
ゆ
か
り
の

人
物
、
塙
保
己
一
（
国
学
者
・
児
玉
町
）

と
荻
野
吟
子
（
女
医
・
妻
沼
町
）
、
時

代
も
活
躍
し
た
時
期
も
異
な
り
、
無
縁

の
よ
う
な
二
人
を
目
に
見
え
な
い
糸

の
よ
う
に
結
び
付
け
た
も
の
が
、
保
己

一
が
心
血
を
注
い
で
校
正
・
出
版
し
た

養
老
律
令
の
注
釈
書
『
令
義
解
』
と
い

う
書
物
だ
っ
た
。
」
と
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
女
医
第
二
号
は
、
地
方
医

療
の
普
及
に
貢
献
し
た
生
沢
ク
ノ
（
一

八
六
四
～
一
九
四
五
・
深
谷
市
出
身
）

で
あ
る
。
明
治
二
十
年
に
父
・
長
安
が

開
業
し
て
い
る
寄
居
町
を
初
診
地
に

選
び
、
そ
の
後
、
請
わ
れ
て
児
玉
郡
八

幡
山
町
や
川
越
で
分
院
を
開
き
、
定
期

的
に
出
張
診
療
を
行
っ
た
そ
う
で
す
。

（
広
報
よ
り
い
平
成
十
一
年
十
月
号
）

八
幡
山
の
ど
こ
で
分
院
を
開
い
た
の

か
は
不
明
で
す
。(

ご
存
知
の
方
が
あ

り
ま
し
た
な
ら
お
知
ら
せ
下
さ
い
。) 

こ
の
よ
う
に
保
己
一
が
文
書
記
録
を

保
存
し
た
り
刊
行
し
た
こ
と
が
、
後
の

人
た
ち
の
た
め
に
役
立
っ
た
わ
け
で

す
。
ま
さ
に
「
世
の
た
め
、
後
の
た
め
」

に
な
っ
た
好
例
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。



２５年度も塙先生顕彰会の会員として継続して 

ご協力いただけますようお願い申し上げます。

みなさまからの貴重な会費は、没後１９５周年に建立予 

定の塙先生の銅像の作成費用や毎年９月１２日に塙先生に

菊の花を捧げ遺徳をしのぶ顕彰祭のため、また、その他の

啓発活動に使用させていただきます。 

まだ継続手続きをされていない方は会費の納入をお早め

にお願いいたします。 
みなさまのご協力をなにとぞよろしくお願いいたします。

発 行 総検校塙保己一先生遺徳顕彰会 

事務局 本庄市教育委員会 生涯学習課 本庄市児玉文化会館（セルディ）内

 所在地 ３６７－０２１６埼玉県本庄市児玉町金屋７２８－２

 電 話 ０４９５－７２－８８５１  ＦＡＸ ０４９５－７２－８８５４

※点訳ボランティアグループ「ほきの六点会」の皆様により会報誌の点字翻訳版を作成していただ

きました。ご希望の方は、事務局までご連絡ください。

年会費  個人会員 一口 千円、 賛助会員（団体） 一口 一万円
入会と会費納入の受付場所 本庄市生涯学習課(中央公民館)と本庄市児玉文化会館(セルディ)
で受け付けています。 本庄市役所４階文化財保護課では、平日にお預かりします。

※ 郵便振替でも申し込みできます（ご希望の際には、下記へご連絡ください）。

本
庄
市
塙
保
己
一
記
念
館
に
あ
る
資
料
紹
介

寛
政
七
年(

一
七
九
五)

温
故
堂
塾
中
法
度

文
：
顕
彰
会
事
業
委
員

荒
井
一
夫

『
和
学
講
談
所
』
は
公
的
名
称
で
あ
る
の
に
対
し
、
『
温
故
堂
』
は
私
的
な
塙
検
校
の
私
塾
で
あ

り
ま
し
た
。
こ
こ
に
出
入
り
す
る
門
弟
に
は
「
和
学
の
教
授
」
を
受
け
る
だ
け
の
者
と
教
育
を
受

け
な
が
ら
調
所
の
助
手
を
勤
め
る
者
と
が
あ
り
、
寄
宿
生(

塾
生)

も
い
れ
ば
通
学
生
も
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
そ
こ
で
の
塾
則
で
あ
り
ま
す
。
創
設
当
初
か
ら
、
塾
生
に
対
し
て
、
清
潔
感
、
先

生
に
対
す
る
礼
儀
の
遵
守
、
学
問
へ
の
取
り
組
む
姿
勢
な
ど
を
求
め
て
い
た
こ
と
が
窺
え
ま
す
。

(

上
写
真
の
文
言) 

温
故
堂
塾
中
法
度

一
毎
朝
六
時
起
う
か
い
手
水

い
た
し
鬢
付
、
塾
中
ハ
勿
論

十
畳
二
間
・
四
畳
間
・
玄
関
掃

除
之
、
袴
着
用
い
た
し
先
生

夫
婦
の
機
嫌
を
伺
、
居
所

正
し
く
可
有
之
、
夜
四
時
又

機
嫌
を
伺
休
息
可
致
事

一
毎
朝
毎
夜
六
時
よ
り
四
時

ま
て
先
生
用
向
可
承
、
昼

四
時
よ
り
暮
六
時
ま
て
自
分

稽
古
可
励
事

附
、
玄
関
取
次
代
番
二
可

勤
事

一
会
日
者
定
式
之
会
業
出

精
可
致
事

寛
政
七

正
月

日

会

頭

 (

上
記
文
言
の
解
説) 

温
故
堂
塾
中
法
度

一
毎
朝
六
時
に
起
き
、
う
が
い

手
洗
い
を
し
、
髪
を
整
え
、

塾
に
い
て
は
も
ち
ろ
ん
十
畳

二
間
・
四
畳
間
・
玄
関
を
掃

除
し
、
袴
を
着
用
し
て
、
先

生
夫
妻
の
様
子
を
伺
い
、
居

場
所
を
正
し
く
理
解
し
て
お

く
、
午
後
四
時
に
は
様
子
を

伺
っ
て
か
ら
休
む
こ
と

一
朝
夕
毎
日
六
時
か
ら
四
時

ま
で
先
生
に
伺
い
用
事
を
承

る
こ
と
、
午
後
四
時
か
ら
夕

方
六
時
ま
で
は
自
分
の
稽
古

(

修
学)

に
励
む
こ
と

な
お
、
玄
関
で
の
取
次
を

交
代
で
勤
め
る
こ
と

一
定
め
ら
れ
た
講
談
会
の
日
に

は
そ
ち
ら
で
精
を
出
す
べ
き

こ
と寛

政
七

正
月

日
会

頭

 そうけんぎょう はなわ ほきいち  せんせい いとくけんしょうかい 

 総検校塙保己一先生遺徳顕彰会 会報誌
第１７号 平成２５年９月発行

ごあいさつ

日中の暑さは盛りながらも朝夕には虫の声が心地よい季節となりました。

会員のみなさまには、暑さに負けず日々ご健勝でおられることを祈念いたし

ております。みなさまには日頃より当顕彰会へのご支援・ご協力を賜りまして

厚くお礼申し上げます。また、今年度、自治会をはじめ各種団体の多くの皆様

に顕彰会へご加入いただいておりますこと、心より感謝いたします。

さて、顕彰会の顕彰活動のご報告ですが、塙先生の功績を知っていただくた

め、２３・２４年度には自治会ごとに開催された勉強会の場へ講師を派遣して

まいりました。今年度も本庄市自治会連合会において従来と内容等を変えた形

で塙先生の事績を知っていただく勉強会を開催される予定とのことですので、

顕彰会としても協力させていただく予定です。

 また、来たる 9月１２日の塙先生の命日には、セルディを会場に顕彰祭を
開催いたします。多くの方々のご参加をお待ちしております。  

         総検校塙保己一先生遺徳顕彰会

会 長 吉 田 信 解

9月１２日は塙先生の命日です ― ぜひ顕彰祭にお越しください


